
(別記様式)

令和２年度 府立桃山高等学校（定時制） 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ・ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）
成果 １ 卒業を目指し、高等学校に学ぶこと、並びに「働

１ 「働きながら学ぶ」という定時制教 (1) 各学年や各分掌と密に連携を取り、安 きながら学ぶ」ことの意義を理解させるとともに、
育本来の意義・目的を正しく認識させ、 心・安全な学校作りに努めた。また、生 学校生活に目標・目的を持たせることにより、学校
自主的・計画的に学ぶ生徒を育成する。 徒会活動を大切にし、多くの校内行事を 生活への定着を図る。

工夫して成功に導くとともに、クラブで
も全国レベルでの成績を収めるなど、多 ２ 生徒相互に助け合い、励まし合う生徒集団の育成

２ 基礎学力の向上を図る。 様な生徒に対して各方面で教育成果を上 を目指して、生徒会活動を大切にした取組を進める
げた。 とともに、様々な学校行事の充実に努める。

(2) 進路実現に向けて、「キャリア教育講
３ 基本的生活習慣の確立に努める。 演会」など、早い段階から進路指導の充 ３ 希望進路の実現に向けて、３年間・４年間を見通

実に努めるとともに、各関連企業・機関 して、早期より、計画的にキャリア教育を推進する。
との連携指導を丁寧に行い、多くの生徒

４ 指導内容、指導方法の工夫に努め、 の進路の実現を目指して粘り強く指導し ４ 個々の生徒にきめ細かな指導を通じて、基礎学力
学習意欲を喚起し、教育効果を高める。 た。 の定着と生活習慣の改善を図るとともに、社会性や

(3) 設備面では全日制と併置されている現 規範意識の涵養に努める。
状において、教務部を中心に校内的な調
整を丁寧に行い、教育活動が円滑に進む ５ 特別な支援を要する生徒については、外部機関と
よう努めた。 連携しながら、特別支援会議を中心として支援の内

容を明確化、全体化して、適切な指導に努める。

課題 ６ 平成３１（令和元）年度各分掌等の総括を踏まえ、
(1) 安心・安全な学習環境の確保に向け、 学年部と各分掌や、教科担当とクラス担任の情報交
問題行動等の未然防止を図るための組織 換をさらに密なるものにするとともに、家庭や関係
的な取組等を継続するとともに、個々の 機関と丁寧に連携を図り、課題解決のための取組を
生徒の状況に応じて自尊感情や自己有用 進める。
感を高め充実した 学校生活が送れるよ
う、生徒会や学校行事、クラブ活動等の
取組を一層充実させる必要がある。

(2) 希望進路の実現のため、キャリア教育
の一層の充実が重要である。そのために
は、基礎学力の定着及び基本的生活習慣
の確立を図るとともに、クラス担任や教
科担当者、関係分 掌等が生徒の情報を
共有し、個々の生徒の特 性に応じた指
導方法や指導内容等の工夫を図る必要が
ある。



※ 評価について Ａ…十分達成できた Ｂ…おおむね達成できた Ｃ…あまり達成できなかった Ｄ…ほとんど達成できなかった
評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題

各学年・各分掌との密接且つ有機的な連携に
よる平和で安全な学校作りに向け、生徒の問題行
動の抑止に資する啓蒙的な指導をし、問題行動が
生じた場合に迅速且つ適切に対処する。

生徒指導 平和で安全で楽しい学校作りに向 生徒が学校に定着できるよう学校生活を楽しい
けた取組の推進 と感じられるものにすべく、生徒会と連携して文

化祭を始めとする各行事に積極的に取り組ませ、
また部活動を通じて人間関係の幅を拡げつつ活動
に対する明確な目標を持たせることにより積極性
を培う手助けをする。

多様な観点による学習評価の工夫・改善を図る
生徒の実態に即した教育課程の編 とともに新学習指導要領を見据えた教育課程編成

成と実施 の完成に向け論議を深める。
学習指導

生徒の学力を的確に把握し、基礎・基本を踏ま
個に応じた適切な学習指導の実践 えた粘り強い指導を実践する。

進路意識を高めるため、キャリア教育を充実し、
推進する。

進路指導 個々の希望進路の実現に向けた取 個々の生徒の希望進路を把握し、その実現に向
り組みの推進 けて、各学年や各分掌、外部機関と密に連携を

図る。

健康上の配慮や支援の必要な生徒に対する指導
を組織的に推進していく。

健康教育 心身ともに健康な生活習慣の確立
に向けた取組の推進

生徒の食生活の実態を把握し、食育の一環とし
て、給食を通した望ましい食生活習慣の確立を
目指す。



学校運営費予算だけでなく、本庁所管課への予算
要望と、本庁各課との調整による予算確保に努め
る。

学習環境の充実と安全・衛生を確 校内巡視による施設・設備の点検を実施し、危険
保するため、施設・設備の充実に努 箇所・老朽箇所の早期発見に努め、改修につなげ
める。 る。

事務部

学校全体や各分掌の状況を踏まえ、計画的な予
算執行に努める。

クラス担任との情報交換を密にし、経済的理由に
個々の生徒の状況に応じて、修学 より修学が困難になることがないよう、個々の生

支援に係る援護制度について、適切 徒の状況に応じた援護制度についての適切な対応
な対応を行う。 を行う。

学 校 関 係 者

評 価 委 員 会

に よ る 評 価

次 年 度 に

向けた改善の

方 向 性


